
地域の困りごとを皆で話しあう場を定期的につくり、
新たな仕組みづくりに向けて検討しています

ほっとできる居場所を立ち上げるお手伝いを
しています

03-3812-3040 03-5800-2966 http://www.bunsyakyo.or.jp/

音訳版・点訳版の「文社協だより」も発行しております。作成にあたり、「ひまわり朗読会」・「サークル・六点会」の皆さまにご協力いただいております。
問 総務係　☎3812-3040
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● 社会福祉協議会は社会福祉法に基づき、全国・都道府県・市区町村のそれぞれに組織されている民間団体です。
●文京区社会福祉協議会（＝文社協）は1952年に設立し、1963年に社会福祉法人の認可を受けました。
● 文社協は区民の皆さんをはじめ、民生委員・児童委員、町会・自治会、地域の関係者等の参加と協力を得て、
誰もが安心して住み続けられるまちづくりのため、様々な事業を通じて地域福祉の向上と充実に努めています。文社協キャラクター「き

き

く
く

文
もん

」

～60周年をステップに、支えあいを未来につなぐ～
　明けましておめでとうございます。皆様には平成26年の新春を健やかに迎えられたこととお慶び申し上げます。
　昨年中は、文京区社会福祉協議会の事業運営にご理解とご協力を賜り、深く感謝いたします。
　当協議会は、昨年創立60周年を迎え、12月には記念式典を開催し、これまでご支援いただいた皆様にあらためて
感謝申し上げました。同時に、60周年をステップにして、未来に向かって皆様とともに事業を進めていく決意を新
たにいたした次第です。
　さて、当協議会の事業運営の指針である文京区地域福祉活動計画（平成24年度～平成27年度）は、実施３年目を
迎えます。小地域福祉活動の推進をはじめ、福祉教育の推進や支援が必要な人の権利擁護など、９つの重点事業を
着実に遂行できるよう、全力で取り組んでいるところです。

　当協議会は、今後も「誰もがつながりを持ち、支えあえるまち」を未来の文京区につないでいくため、役職員一丸となって、地域の皆
様とともに、地域に密着した活動を積極的に展開していく所存ですので、一層のご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　本年が皆様方にとりまして健やかで幸多き一年になりますよう心よりお祈り申し上げます。

をご存じですか
文京区社会福祉協議会では、平成24年度から地域福祉コーディネーターを駒込地区に配置しています。
地域福祉コーディネーターは相談を受け、地域の中に入り、地域の人々や関係機関と協力して様々な困りごと
や地域のための仕組みをつくる支援をしています。

地域に気軽にいける
居場所がほしいなあ

問 地域福祉推進係　　☎3812-3114

地域福祉コーディネーターを現在、駒込地区に配置しています。
今後、他の地区にも順次配置し、地域の支えあいの仕組みづくりをお手伝いしていきます。

町会や自治会で地域の中で支えあう仕組みをつくりたい！ 町会連合会で空き家を利用した居場所をつくりたい！

情報提供や会議の進行などの運営支援、地域の協
力団体の紹介など

地域福祉コーディネーターの役割 地域福祉コーディネーターの役割
立ち上げ支援（助成金の紹介など）、運営支援、
ボランティア紹介など

～～住民懇談会住民懇談会～～ ～こまじいのうち～～こまじいのうち～

相談 相談

検討 検討

実践 実践

？

地域福祉コーディネーターとは？

1 2 3いつでもご相談にのります！
　地域で生活していて困ったこと・気にな
ることがあった時、どこに相談していいの
か迷ったら地域福祉コーディネーターがご
相談にのります。

活動を広げるお手伝いをします！
　地域の行事や活動を運営する人材が限られ
ているな…。そんな悩みには、地域活動に参
加するきっかけづくり等を一緒に考え、取り
組みます。

支えあいの仕組みを作ります！
　今あるサービスや、地域住民同士の支えあいだけでは解決
できない問題も、高齢者あんしん相談センター（地域包括支
援センター）や民生委員等の関係機関・団体との連携、新た
な資源の開発をすることで、支えあえる仕組みを作ります。

高齢化が進んで
地域の担い手がいなくなる…
私たちの地域はどうなるだろう

地域福祉コーディネーター

社会福祉法人　文京区社会福祉協議会　会長　煙山　力
こまじいのうち

「こまじいかるた」

地域福祉コーディネーター浦田
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講座
イベント

おしらせ インフォメーション 凡例：日日時　会会場　内内容　師講師　対対象　定定員　￥費用
　　　申申込　〆締切　問問合せ

　成年後見制度の概要についてわかりやすく学びます。
 ２月４日（火）　午後２時～４時
区民センター３階　3D会議室
 箱石　まみ氏　リーガルサポート東京所属司法書士
 文京区在住・在学・在勤者
無料
30名（申込順）
下記問合せ先に電話予約
あんしんサポート文京　 3812-3156

　【共催】高齢者あんしん相談センター富坂

講

座
2/4㈫ あんしん・なっとく成年後見制度

内  大規模災害発生時に
社会福祉協議会が設
置する「災害ボラン
ティアセンター」の
スタッフとして活動
するため、センター
の役割や活動の実践
方法について講義や
実技を通じて学びます。
２月23日（日）午前９時30分～午後３時30分
区民センター他
 災害ボランティアセンター立ち上げ時に協力してくださる大学
生以上の方
無料　　 10名程度（超えた場合は抽選）
 所定の申込書（当センターで配布またはホームページでダウン
ロード可）を下記へ持参または郵送
２月３日（月）必着
地域福祉推進係（文京ボランティア・市民活動センター）

　 3812-3114

講

座
2/23
㈰ 災害ボランティアスタッフ養成講座

助

成
平成26年度　ボランティア・市民活動団体助成金

　区内で活動しているボランティア・市民活動団体が行う地域に
根ざした活動に対して助成します。
説明会１月23日（木）午後２時～４時
区民センター４階　ボランティア活動室Ｂ
 区内で活動するボランティア・市民活動団体

　①地域貢献事業費助成（上限10万円）
　②スタートアップ支援助成（上限10万円）
　助成金決定３月下旬（予定）
 所定の申込書（当センターで配布またはホームページでダウン
ロード可）と必要書類を下記まで提出してください。※申請は
予約来所制。初めて申請される方は、２月７日（金）までにご
相談ください。
２月25日（火）午後５時
地域福祉推進係（文京ボランティア・市民活動センター）

　 3812-3114　　 E-mail  vorasen@bunsyakyo.or.jp

災害ボランティアセンターの設置方法を図上で
検討中（昨年度の講座の様子）

25年度助成団体　NPO法人緑のごみ銀行
生ごみ堆肥の腐葉土を利用した花壇づくりを通して、元気な緑
と花と笑顔のあふれるまちを作ります

募

集
ファミリー・サポート・センター（会員募集）

　ファミリー・サポート・センター
は、地域の中で、育児の援助を受
けたい方（依頼会員）と子育ての
援助をしてくださる方（提供会員）
とが会員になり、育児について助
け合う相互援助活動です。
 依頼会員

　  区内在住で４か月～12歳まで
のお子さんをお持ちの方で、お
子さんの援助を必要とする方

　提供会員
　  原則的に文京区在住の20歳以
上で育児の援助ができる方。

　（保育講習と救命講習を受けていただきます）
　※会員になるには、まずセンターへ電話予約。
在宅福祉・ファミリー・サポート・センター係

　 3812-3043

サポート中の様子。手をつないで安
全にサポートしています。

募

集
地域福祉を支える活動を一緒に応援してください!!

　文社協の事業は、賛助会員のみなさまからの会費や寄付によっ
て支えられています。
　賛助会員は１口年額1,000円からで、個人、
法人、団体等、どなたでも加入して頂けます。
 お近くの民生委員・児童委員、または文社協
まで

　総務係　 3812-3040　 5800-2966
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皆様から頂いたご寄付は地域福祉推進のための事業に使わせていただきます。
ありがとうございます。（敬称略）
＊当会への寄付は一定の条件の下、税法上の控除の対象になります。

寄付金・寄付品 （10月～11月）

寄付者ご芳名（敬称略） /寄付額（円）

魚留 8,250

おとめ湯 1,500

後楽クラブ 3,185

コシヅカハム(募金箱） 31,314

厳浄院（募金箱） 285

下町まつりサブ会場（須藤公園） 23,045

スーパーマーケットノムラヤ（募金箱） 10,418

菅又　惠美子 40,000

第50回　愛のチャリティー白山まつり 45,000

東京防犯健全協力会 50,000

匿名 4,000

匿名 20,400

匿名 10,000

匿名 10,000

匿名 40,000

匿名 37,500

白山下商店会 10,000

春木町パークアメニティー 14,000

ひまわり会 1,740

文京区ゴルフ協会 34,272
文京区障害者地域自立生活支
援センター 5,507
文京ボランティア・市民活動
センター（募金箱） 7,137

文高連　大塚地区 26,860

文高連　駒込地区 32,270

寄付者ご芳名（敬称略） /寄付額（円）

文高連　富坂地区 18,700

文高連　本富士地区 17,200

本三さつき会 1,363

明治大学マンドリンOB倶楽部 100,000

歩く達人友の会 切手

エーザイ株式会社 ソフトパン（缶）

NECネッツエスアイ株式会社 駄菓子・おもちゃ

川村　敏人 車いす

共同印刷株式会社 メモ帳・付箋

株式会社光文社 缶ペンケース

有限会社高崎屋商店 カレンダー他

東京ガス株式会社東部支店 ウェットティシュ

株式会社東京ドーム スパラクーアチケット他

特別区競馬組合 グラス・タオル他

トヨタ自動車株式会社 プラモデル他

株式会社トライ メモ帳他

日本セルヴィエ株式会社 レポート用紙他

日立建機株式会社 ミニカー付ボール
ペン他

株式会社富士通システムズ・イースト Tシャツ他

文化シヤッター株式会社 乾パン他

ホテル椿山荘東京 コーヒー豆他

NPO法人ラブ＆ハーモニー基金 タオル

問  総務係　 3812-3040

平成25年度　申請受付中
　受験生チャレンジ支援貸付事業は、学習塾などの費用や高校・大学、
短期大学及び専修学校の受験費用を生計中心者（世帯主）に無利子で貸
付を行うことにより、一定所得以下の世帯のお子さん（中学３年生、高
校３年生等）への支援をしております。
　お子さんが高校、大学、短期大学、専修学校に入学した場合は、手続
きをしていただくことで、返済が免除されます。
※平成25年度の新規相談は、１月末日までにご相談ください。
【予約制】　窓口開設：月曜日～金曜日（祝日休み）午前９時～午後５時
　まずはお電話ください。 問  総務係　 3812-3040

文社協 にお気軽にご相談ください
※事前にご予約ください

受験生チャレンジ支援貸付のご案内今回のトピック！

福祉法律相談 毎月第4水曜
午後1時30分～

弁護士による、福祉サービス利用における疑
問や日常生活の法律的事柄に関する相談
 3812-3156

生活福祉資金 常時
低所得・障害者・高齢者世帯が世帯の自立や
生活再建することを目的とした貸付の相談
【所得等の要件あり】 3812-3040

総合支援資金 常時
失業者世帯の自立と生活再建を目的とした、
就職活動中の生活費の貸付相談
【所得等の要件あり】 3812-3040

　地域の人々が集うコミュニティカ
フェを運営している、NPO「風のやす
みば」の代表　加藤　良彦さんにお話
をうかがいました。
文社協（以下文）　活動内容・きっかけ
を教えてください。
加藤さん（以下加）　“地域で楽しく過
ごす”をコンセプトに作りました。地
域の高齢化、子どもを取り巻く家庭や
いじめの問題など、地域には様々な問
題があります。そういった問題を地域
で取り組んで解決していければと思い
ました。
　最初はサロンから始め、現在は「な
んでもや」として日常のちょっとした
お手伝いや相談の受付などをしています。課題を解決できる機関につなぐ橋渡し
をしていますが、その機関がないときには自分たちでその部分を補うこともあり
ます。お互いができることを認識することが大切だと思います。
　カフェは今年の６月に開設したばかりで、当初は食事にいらっしゃる方が多
かったですが、最近では子ども連れのお母さんたちがお茶をしに来るようになり
ました。
文 活動を通じて感じることはありますか？
加 活動の範囲を区内の全域ではなく、千石周辺の地域にしているからこそ、細
かいニーズが見えてきます。そこに小地域で活動することの面白さや意味を感じ
ていますし、小地域だからこそフォローできることがあると思います。
　現在は、関係機関とのネットワークづくりが課題となっています。困りごとを
解決するために、今以上に様々な機関と密に連携を取って行ければと思います。
文 今後の活動について教えてください。
加 子どものテーマについて取り組んでいきたいと思っています。育成室や児童
館等もありますが、地域で、学校が終わって親御さんが帰ってくるまでの預かり
や、学習に遅れの出ている子どもたちへのフォローといったものを考えています。
　また、法人として経営の確立やシステム作りにも力を入れて、２年後には認定
法人格を取得することを目標に活動しています。
文 最後に活動への思いをお聞かせください。
加 誰しも加齢の中で困ったことは起こるはずで、次は自分という気持ちで取り
組み、自分がしてもらいたいことをしています。自分の番になった時、助けてと
言いやすくなるのではと思っています。
　昔の地域は“持ち寄り文化”だったという話を聞いたことがあります。地域の
みんなで物を持ち寄って、お互いを補い合う。この場所がそんな拠点になれば良
いなと思います。

注目のこの人‼㉓

NPO「風のやすみば」

区内で活躍する人・団体を、文社協が
インタビューします。

文京の地域の力 ～区内の地域情報を発信します～

NPO　風のやすみば　文京区千石４-５-２　水野ビル１階
03-3943-8155 （担当：加藤）

HP http://kazenoyasumiba.com
E-mail  kazenoyasumiba@gmail.com
※スタッフも募集中！！

「持ち寄り文化」

　地域福祉コーディネーター
の浦田です。
　前回の通信でご紹介した
「こまじいのうち」の10月
と11月の参加者は合わせて
300人以上（オープニング
を含む）になったそうです。
子ども、子育て世代、高齢者
または学生が入れ替わり立ち
代り集まっています。地域の居場所として、順調な滑り出しですね（ボ
ランティアの数はまだまだ足りないようですよ）。
　地域の中で相談を受けていると、居場所など人の集まりには行きた
くない、でも１日誰とも口をきかない日がしょっちゅうある、などと
いう声を高齢者の方から聞くことがあります。
　地域の中では、そのような高齢者を様々な立場でみまもりをしてく
ださっている方々がたくさんいます。そのような方たちから「同じよ
うなことをやっているのに、なぜもっと連携してできないか。」とい
う意見を頂きました。
　そこで、「第１回駒込地区　民生委員・児童委員、話し合い員、み
まもり訪問事業サポーター情報交換会」を開催しました。社協が行っ
ているみまもり訪問事業の現状と課題の説明をした後に、２グループ
に分かれ、お互いの役割についての情報交換を行う中で、「小さなエ
リアで万遍なくみまもりをする必要がある」「地域ごとにもっと知り
合おう」など活発な議論がありました。地域福祉を担う皆さんの熱い
思いに感銘を受けるとともに、このような情報交換を定期的に行い、
お互いがもっと緊密な連携をとることができるように、コーディネー
ターとしても様々な仕掛けを考えていきたいと思っています。

問 地域福祉推進係　　 3812-3114

　昨年度からモデル地区に配置された地域福祉
コーディネーターが、地域に出て感じたこと、
気づいたことなどをご紹介するコラムです。

地域福祉コーディネーター通信
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　今回ご紹介するお店は、動坂下にお店
を構える「餃子屋和

なご み

み」さんです。本駒
込５丁目にある「らーめん和み」の姉妹
店。代表の和田静男さんにお話をお聞き
しました。
　「平成23年３月にオープンしました。
お客さまには値段以上のお料理を提供し
て、喜んでもらいたいと思っています。」
　私は、お店一番人気のらーめん「和みらーめん」と「半餃子」のセットを
いただきました。（写真）
　和みさんの餃子は、メインに国産キャベツを使い、野菜はニラ、ネギ、ニ
ンニク、生姜など。お肉は豚ひき肉に一定の割合の鶏ひき肉をブレンド。そ
して、スパイスをなんと15種類！も配合しているそう。
　他では食べたことのないジューシーな味が口に広がりました。
　餃子は他にも、しそ餃子、スープ餃子（塩味）、海老蒸し餃子などがあります。
　お店をやっていて良かったことを和田さんにお聞きすると、「人とのつな
がり」だそう。お客様はもちろん、地域の方々や仕事上で出会う方々など、
会社勤めでは出会うチャンスがなかったかもしれないと話してくれました。
　餃子屋和みさん、ランチメニュー（700円）もあります。
　ファミリーで食事もよし、おつまみも揃っているので、会社帰りにチョイ
飲みも楽しめそうですよ。
　寒い冬に温かいらーめんと餃子はどうでしょう。
●餃子屋和

なごみ

み　 文京区本駒込４－41－５　　5834-1753
営業時間　午前11時30分～午後10時30分　火曜定休

 

　文社協をもっと身近に感じてもらうためにfacebookを利用し、日々の
活動を紹介しています。
　パソコンや携帯電話、スマートフォンでいつでもご覧いただけます。
「いいね！」やコメントをどしどしお待ちしています！
URL http://www.facebook.com/bunkyo.vc
　　文社協ホームページからもアクセスできます。
 　総務係　 3812-3040問

シリーズ

60 ●募金箱のあるお店●

　ご協力ありがとうございます。
　募金箱は、縦120×横100×高さ185mmで、文社協の
チラシが入り、レジの横に配置できるコンパクトサイズで
す。募金箱を置かせてくださるお店を大募集しています。
また、地域でのイベントに募金箱を設置することもできま
す。お気軽にお問合せください。

 　総務係　 3812-3040問

みなさんの

利利利利利利利利利利利利利利利用し用し用し用用し用用し用し用用用し用し用し用し用用用し用し、日、日、日、日、日、、、、、、 々

いいたたたたただたたた けまままままままままままますすすすす。すすすすすすすすすすすすす

歳末・地域福祉たすけあい運動に
ご協力ありがとうございました

 　総務係　 3812-3040問詳細は文社協だより３月10日号および本会ホームページに掲載いたします。

　11月18日（月）、文社協で行っ
ている「みまもり訪問事業」の富
坂地区にて、事業を利用している
方とサポーターとの交流会を実施
しました。
　みんなで食べる食事はとてもお
いしく、おしゃべりも盛り上がり、
終了予定時刻には「もう少し話し
たかった！」というお声をいただ
きました。また、当日参加した東
洋大学小林ゼミの１年生にも、み
なさんの注目と質問が集まり、交
流会に花を添えてくれました。
　また次回を楽しみに、
みなさん帰路につかれ
ました。
　地域福祉推進係
　 3812-3114 
問

　12月７日（土）に「文京ボ
ランティア・市民活動まつり
2013」を開催しました。75の
参加団体と多くのボランティア
の皆様のご協力のもと、天候に
も恵まれ、約1,800人の方にご
来場いただき、大盛況のうちに
幕を閉じました。
　また、まつり開催中にステージ
にて「文京区社会福祉協議会60
周年記念式典」を行い、まつり
の来場者や出展者など、たくさ
んの方と一緒にお祝いしました。

事 業 報 告

いいね！をお待ち
しています!!

　みまもり訪問事業では、高齢者のお宅
をボランティアであるみまもりサポー
ターが月に２回程度訪問します。もしも
ご様子がいつもと異なる場合は、関係機
関と連携して必要なサービス等につなげ
ます。詳しくはお問い合わせください。

「文京ボランティア・
市民活動まつり2013」

大盛況にて終了いたしました。

会えるのを
楽しみにしてたのよ！

～みまもり訪問事業（富坂地区）～

文京区社会福祉協議会  

4 面
平成26年１月10日号（No.87）

文社協だよりは再生紙を使用しています。
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〒113-0033　文京区本郷4-15-14　文京区民センター4階

開所時間

8：30～17：15
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